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氏　　　　　名

職　　　　　名

端材をごみとせず、リサイクルしている。 左記の継続　極力ごみを出さない組織作り

会社内の電球すべてLEDを使用。 左記の継続　エアコンの稼働率10％削減。

ワークライフバランスの充実のため、残業時間の短縮。 左記の継続　残業時間の5％削減

ＳＤＧｓ宣言書
　私たちは、持続可能なまちづくりに向けて、次のとおり取り組むことを宣言します。

2022

ゴール これまでの取組内容

事業所・団体等又は関連事業者等としての2030年の（又は中長期的な）あるべき姿

金属製品加工業として機械では作成できない職人技を駆使した加工・技術を後世に残すことで日本の高レベルな自
動車産業を支える企業となる。

事業所・団体等又は関連事業者等としてのねらい、特徴的な活動

小ロットかつ複雑な加工を必要とする部品を製造し、高レベルな産業の基盤を作る。

目標に関連する取組内容

2022

５

 　３　取組目標は、出来る限り定量的に記載してください。
 　４　ゴールとの関連が不明なものは「その他」に記載してください。
 　５　取組目標については、毎年１月に達成状況を報告していただきます。

１

静岡県静岡市駿河区登呂6-14-24

本社が届け出る場合は、事業所（支店・営業所等）の数

422-8033

事業所・団体等又は
関連事業者等の名称

業　　　　　種

従業員（構成員）数

代表者　職・氏名

所　　在　　地

3 人

３．製造業

なしホームページＵＲＬ

大塚耕右

代表取締役

宣言日

年12月31日までの取組目標

（記載上の注意）
　 １　「目標に関連する取組内容」は、３つ以上のゴールに関する取組を記載してください。
 　２　取組のない目標については、行ごと削除してください。

社員の健康を第一とし、念い度以上の社員の健康診断を実
施。

左記の継続

４

株式会社大塚製作所


